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§１．研究開発実施体制  
（１）「由里本」グループ（京都大学） 
① 研究開発代表者：由里本 博也 （京都大学農学研究科、准教授） 
② 研究項目 

・新奇メタン酸化酵素の開発 
・メタンからの有用物質生産系の開発 
・メタノール酵母宿主株の整備 

 
（２）「折田」グループ（東京工業大学） 
① 主たる共同研究者：折田 和泉 （東京工業大学生命理工学院、助教） 
② 研究項目 

・新奇メタン酸化酵素の開発 
・ギ酸、CO2利用能の強化 
・光照射による CO2利用と物質生産効率の強化 
 

（３）「吉田」グループ（静岡大学） 
① 主たる共同研究者：吉田 信行 （静岡大学総合科学技術研究科、准教授） 
② 研究項目 

・超低栄養性細菌への C1 資化代謝系の導入 
・超低栄養性細菌へのポリヒドロキシアルカン酸(PHA)生産能の附与 
・超低栄養性細菌へのトリアシルグリセロール(TAG)生産能の附与 

 
§２．研究開発成果の概要  
 化学品製造に利用される炭化水素は化石資源に高度に依存しており、多大なCO2排出を伴う化

石資源からの原料転換が求められている。メタンやメタノールなどの C1 化合物は、CO2 やバイオ

マスからカーボンニュートラルに供給可能であり、循環型炭素資源としての利用が期待されている。

本課題では、C1 化合物利用能を強化あるいは附与した微生物を創出し、C1 化合物を微生物培

養炭素源および有用物質生産の直接の原料とする低炭素・資源循環型バイオ生産系を構築して、

「C1 炭素循環型物質生産」を確立することを目的としている。メタノール酵母および非メタン資化性

細菌を主な研究対象とする由里本 G、メタノール細菌を対象とする折田 G、超低栄養性細菌を対

象とする吉田 G、３グループが連携し、新奇メタン酸化酵素の開発や C1 化合物からの有用物質

生産代謝系の強化に関する研究を推進している。 
 由里本 G では、前年度に引き続き、非メタン資化性細菌がもつ新奇メタン酸化酵素遺伝子を同

定するために、遺伝子破壊株や高発現株の構築を行った。非メタン資化性細菌における高発現の

ためのプロモーター探索や有用物質生産代謝系の導入を進めるとともに、異種タンパク質生産の

ためのメタノール酵母の遺伝子発現制御機構の解析を進めた。 
 折田 G では、酸化ストレス耐性メタノール細菌を非メタン資化性細菌由来新奇メタン酸化酵素遺

伝子発現ベクターで形質転換し、メタン添加培地での培養に供した。また、ギ酸培養条件を検討し

た。さらに、光駆動プロトンポンプを駆動するために b-カロテン合成経路を強化するとともに、光化

学系 II を駆動するための株を構築した。 



 

 吉田 G では、超低栄養性細菌 N9T-4 株を用いたメタンからの有用物質生産系の構築の基礎と

なる検討、N9T-4 株へのメタノール資化能の附与、N9T-4 株への PHA 生合成系遺伝子の導入、

N9T-4 株への TAG 生合成系遺伝子の導入を試みた。 
 
【代表的な原著論文情報】 
なし 
 


